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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年12月9日(2010.12.9)

【公表番号】特表2010-513294(P2010-513294A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-541460(P2009-541460)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/18    ＣＳＰＱ
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月22日(2010.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式：

【化１】

を有する化合物であって、式中、Ｒｆは、一価ペルフルオロアルキル及びペルフルオロオ
キシアルキル基、並びに二価ペルフルオロアルキレンおよびペルフルオロオキシアルキレ
ン基より選ばれるフッ素含有基であり、
　Ｒ１はポリイソシアネートの残基であり、
　Ｒ２は次式：
【化２】

を有し、式中、
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　Ｘ１は、－Ｏ－又は－ＮＲ４－であり、式中、Ｒ４はＨ又はＣ１～Ｃ４アルキルであり
、
　Ｒ３は、多価アルキレン基若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合わせであって、
前記アルキレン基は所望により１個以上のカテナリー酸素原子を含有してもよく、
　Ｒ５は、二価のアルキレン基であり、前記アルキレン基は所望により１個以上のカテナ
リー酸素原子を含有してもよく、
　Ｙは、加水分解性基であり、
　Ｒ６は、一価のアルキル基又はアリール基であり、
　ｐは、１、２、又は３であり、並びに
　ｑは１～５であり、
　ｘ及びｙはそれぞれ独立して少なくとも１であり、並びに、ｚは１又は２である、化合
物。
【請求項２】
　Ｒｆが

【化３】

であり、式中、
　Ｒｆ

１は一価のペルフルオロアルキル基若しくはペルフルオロオキシアルキル基、又は
二価のペルフルオロアルキレン基若しくはペルフルオロオキシアルキレン基であり、
　Ｑは共有結合又は価数ｚの多価アルキレン基であり、
　Ｘ２は－Ｏ－、－ＮＲ４－又は－Ｓ－であり、式中、Ｒ４はＨ又はＣ１～Ｃ４アルキル
であり、
　ｙは１又は２であり、並びに、
　ｚは１又は２である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒｆ

１が、－（ＣｎＦ２ｎ）－、－（ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（ＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、－（
ＣＦ（Ｚ）ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（ＣｎＦ２ｎＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、－（ＣＦ２ＣＦ（Ｚ）
Ｏ）－及びこれらの組み合わせ（式中、ｎは１～４であり、Ｚはペルフルオロアルキル基
、ペルフルオロアルコキシ基又はペルフルオロエーテル基である）からなる群から選択さ
れるペルフルオロ化反復単位を含むペルフルオロオキシアルキレン基を含む、請求項２に
記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒｆ

１が次式：
　Ｗ－Ｒｆ

３－Ｏ－Ｒｆ
４－（Ｒｆ

５）ｑ－
　の基を含み、式中、
　Ｗは、一価のペルフルオロオキシアルキルについてはＦであり、二価のペルフルオロオ
キシアルキレンについては開殻価電子（「－」）であり、
　Ｒｆ

３はペルフルオロアルキレン基を示し、
　Ｒｆ

４は、１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するペルフルオロアルキレンオキシ
基又はこのようなペルフルオロアルキレンオキシ基の混合物からなるペルフルオロアルキ
レンオキシ基を示し、
　Ｒｆ

５はペルフルオロアルキレン基を示し、並びに、
　ｑは０又は１である、請求項２に記載の化合物。



(3) JP 2010-513294 A5 2010.12.9

【請求項５】
　シラン基対－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－Ｘ１－基のモル比が１：１を超える、請求項１に記載の
化合物。
【請求項６】
　Ｒｆがフッ素化ポリオールから誘導される、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｙがハロゲン、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基、又はＣ１～Ｃ４アシルオキシ基である、請求
項１に記載の化合物。
【請求項８】
　次式：
【化４】

のウレタン化合物にチオシランをフリーラジカル付加する工程を含む請求項１に記載の化
合物を調製する方法であって、式中、
　Ｒｆはペルフルオロ化基であり、
　Ｒ１はポリイソシアネートの残基であり、
　Ｘ１は－Ｏ－又は－ＮＲ４－であり、式中、Ｒ４はＨ又はＣ１～Ｃ４アルキルであり、
　Ｒ３は、二価のアルキレン基若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合わせであって
、前記アルキレン基が１個以上のカテナリー酸素原子を含有し、
　ｚは１又は２であり、並びに、
　ｑが１～５である、方法。
【請求項９】
　前記チオシランが次式：

【化５】

を有し、式中、
　Ｒ５が二価のアルキレン基であり、前記アルキレン基が所望により１個以上のカテナリ
ー酸素原子を含有し、
　Ｙは、加水分解性基であり、
　Ｒ６が一価のアルキル又はアリール基であり、並びに、
　ｐが１、２、又は３である、請求項８に記載の方法。
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